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北海遠天塩郡幌無町闇寒別北羅部と臓幌延炭磯付近の地質
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要　　欝

地質調灘．所増報　（第鷲巻　第ε号）

　問寒別地域

　め　この地域には新第鷺系の宗谷爽炭層・増蝦層・稚

内層・声脚、1・勇知層および更別懸が分布し，天北炭田

中・北部の層序に較べて，曲淵層と搬志別麟の二～つ8）海

成層の分布を欠き，宗谷爽炭層と増幌層との間，増幌層

と稚内層との間，勇知層と翼劉層と群）間に不整合関係が

ある。

　2）　地域の主眼となる構遷は宗谷笈炭屡を中核とする

問寒別背斜で，北北西一閑南麹こ走っている．この背斜

構造は従来天北炭田中央部の構造系列の延長とされでい

たが，根本隆文三勘こよるそ騨）北方部の調査結果と考え合

わせると，上記構叢系列の西約2藍瓢にある十線沢中流

付近の構造系列に連なることが判明した。

　㊧　宗谷拠炭層のなかには，6層ご）巌層が挾有され，

上からレ2・3畷・中問および5鵡蔑と呼ばれ，ヂ番

麹を除いては，いずれも平均炭丈1L　mをごえ，稼行鍔

能である。

　の　炭質は縞状’を主とし，発熱颪約燵，600－5，如0

轍／，」慮規格魏一難級の褐灰こ属する。

　さ）　この地域はこれまで闇寒別駅に逓い南部だけが開

珊された。中・北部についても道路が整備されれば，小

鏡模の開発に適していると愚われる．

　1鑓幌延炭磯地域

　め　この地域には白墓系と新第三系の宗谷爽炭層・鬼

志別層・増幌層・声問層および勇知層が分布し，鬼志別

層は沢北崖田グ）南東端の露紅嚢地で藩る、宗谷凝炭1、．比蒐

志別鰯、とは不輝　関係，鬼志辱曙以との各層は互レ・紅整

，、関係にある。

　2）　この地域び）おもな構造は増幌層を中核とする浅茅

野一一一幌延向斜で，北礪一一繭東方向難走り，これに併走す

寒）背向斜断層のほか，斜交する断層もみられる．

　3）　宗谷爽炭層のなかには，6藩の炭層が挟有さ顧．，

下からレ2…略番層と呼ばれ，5欝層Gl．1丈2，翫n，

浮之丈！、8芝買）カζ幌延炭蚕賎において稼行された。

　護）　炭質は縞状淡を主とし，発瓢量約噂，10（）一4，9（ぬ

麟，」欝親格熱一難級の褐炭に属する、以ヒは露頭炭

であるが，難番層グ）坑内炭は発熱篭二5，70G（爆に達す

る鵬

　の　この地域はこれま一伐詳野一…幌延向斜の東翼側だ

けが開発された．強翼部についてぱほとんど1纏調携．どい

ってよいも7）があり，今回の調査によって癒翼部の・茎番

、1．，・5醇層は1期待でぎる。

簑．緒　　警

　この調査は天北炭田調査の一部として行なわれ，地域

内の層，鮮構造とくに來炭層の状洲を明らンう＿すること

を目的とした、野外作業は問寒別北西部については昭和

32年呂月，旧幌延炭確についでは昭和34年8月に行な

われた．地形図については山屡政美技官が2万分のL～

iガ分のllによる実測を同時に行なった．

　問寒別地域と幌延炭磯地域とは近距離にあって，地質

的にも地形的にも，蓑た石炭の産状においてもきわめて

類似しているので，便宜上爾者をあわせて紀述すること

轍する導

　当時北海道支所稲既i武技官はこの地域の石炭の分析を

損当し，鋤物化石の鑑定に）いては水野篤行技官をわず

らわし，植物化石については北海道大学棚井敏雅助教授

の資料により，地質資料の一部については野田幸平・長

驚捨一両氏ならびに石油資源開発株式会社の未公表資料

を参考にし．た．ここに記して深謝する次第である．

黛．位置および交通

　位灘　問寒別北西部は天堪郡幌延断字間燕別付近

で，天北炭顛の最爾端にあたり，聞寒別背斜を中心とす

る欝積約熱km2の区域で§万分の生地形図ド雄僧内、1

と「敏音知」とに跨がる．旧幌延炭鑛付近は天塩郡幌延

時字豊神付近で，天北炭田の南東部にあたり，旧幌延炭

礁を中心とする漸積約7（欺m混の区域，5万分の！地形

図「．猿払」に欝まれる。

　交通問寒別区域は地域の南端を東繭に宗谷本線が

滝り，南東部に問寒別駅がある．間寒別部落カンケナシ

ポ切葺申流に　る間と，間部落力払大学演習林事務所を

経て永井の沢入l　iに至る間にはトラック4）通ずる道路が

あるほか，永井の沢入窺！からケナシポロ規中流／、　も間

と無名沢では道踏の改修が行なわれ，小．禦自動鳶㌦ゴ通ず

るよう虻なった。しかし現状では運搬、鉱から，てっとり

畢い開発は南半部に限られる。

　旧幌延炭磯区域は問寒別駅から北へ分岐する軽便軌遵

によって約20km鍵）ところにある。炭磯が閉鎖してか

らは，炭磯の手前約3km間の軌遵が取り払われ，軌道

凄よ豊ネ申劃蓄落まで長懲じてし・る。

聾．地　　形

　閣寒別地域　この地域の背梁部は標高20（）一30（）mの

丘陵性臨地で，東轍次第に低く50－1（）Omの丘陵とな

り，東縁部にはトイカンベツ川が爾流し，南縁部には天

塩絹が横谷をつくやて西流する、背梁部は稚内．』

層・宗谷爽炭層などにより構成され，とくに稚内層の分

4一（322）
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布するところは頁岩からなるため，山形は円頂となるこ

とが多く，遠望して区別しやすい．声問層の分布する所

嫁稚内層に較べてさらに軟かい泥岩からなるため，一段

と低くなり，勇知層・更別層の分布する東部地域は軟質

め砂質岩からなるためさらに低い難陵となる．

　旧幌延炭臓撞近　この地域も標高200－1（）（）鶯の丘陵

性山地を形成しているが，宗谷爽炭層と増幌層の岩質の

相違が前地域よりもっとはっきり地形に反映している．

すなわち主として礫岩からなる増幌層は風化轍強く蕉較

面

一き’

匠パ

的高い地貌を，軟かい砂岩・頁岩の互層からなる宗谷爽

炭層は低い地形を呈し，地形図の上でも判労終きる場含

がある．爾半部を広く占める声問層は広い平頂部を形成

し，密度の粗い樹枝状の水系模様を呈している。

農．地　 質

爆．藍地質概説

　問寒別地域　新第三系の層序は第慧図雛，の通りであウ

て，天北炭田の北部・中部の層序に較べて，曲淵層・鷺

5一一（詑3）
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地質調査所月報（第算巻第6号）
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北海道天塩郡幌延町問寒別北酋部ど旧醗延炭礫／ず近の地質（松井　寛・晦量政美）

志別層の2つの海成層の分布を欠き，宗谷爽炭層と増幌

繕との間，増幌層と稚内層おの間，勇知層と更別層との

間に不整合関係がある．このうち増幌層と稚内層との侵

食間隙ば羽幌地域北部（初浦図幅）における古丹別層と

東野層との間の間隙に対比され，規模の大きなものであ

る“

　最下位の宗谷爽炭層は天瀬炭雛超）稼行爽炭層で，6層

の炭層，炭質頁岩層を伴い，阿仁合型化石植物群を産す

る、それより．麟立の3地層は海棲動物化石を含む海成堆

積物で，増幌層は天北油田のおもな含油層である．更別

層の上部は褐炭層を頻繁に挾み，海退相を示している．

　二の地域の主眼となる構造は宗谷爽炭層を中核とする

問寒別背斜で，北北西へ南南東に走っている。この背斜

構造ば天北炭田中央部融構渣系列に連なるものとされ，て

いたが，根本隆文募の調査によ甑、．L記構盗系列の繭約

2kmにある十線沢中流付近の構造系列に連なることが

判明したQ

　旧幌延炭磯地域　この地域には，前地域に露出してい

ない白墓系と．鬼志甥讐がある（第2図轟参照）．稚内層

は断層のため地域内の地表にあらわオ食、ていない、自鶉系

は主として砂質泥岩・泥岩からな警，函淵層群上部一．1二

部蝦夷層群最 ヒ部の地層とされている。

　鬼志別層は天北炭田における南東端部を海めて露出す

るが，騰屡中の化石内容は熟寿蘇鰍灘ベル榊匙誌，8μ灘緬

醒罐ごゐ騨編，yθ雌認脚励漁，愚血雄撫齢勧燃ぶ菰㌢，

湿礁雛灘即が鶉融などで，中・北部地域から産するもの

どほとんど変りがない．なお同層は問寒遡地域のほか，

蔦の地域の西約！，叛雛の鱒窒幌延炭磯付近でも露出して

いないので，同層の発達は稚内～宗谷岬方面から南南東

方向に優勢のよ彊に思われる．宗谷爽炭層は蕪層の炭

層・炭質頁岩層を鋏み，そのうちかつて幌延炭礪によっ

て稼行されたのは5番層である。由丈鷺．5罵，炭丈玉．8

鵬，黛G導撫の凝灰岩を挟んでいる．

　増幌層は礫岩を主とし，問寒別地域に較べて，泥岩・

礫岩の煮、堆積が著しくない．

　こ分地域のおもな構造慧増幌層を中核とする浅茅野一

幌延向斜で，北茜一幽棄方陶に走噸罫これに併走する背

向斜断層のほか，斜交する断層恋みられる．そのほか東
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鑓グ）厚く≦を有し，下位の鬼志別層とは整合関係に掛、る。

乙の地轡は礫岩を主とし，礫岩と組粒砂岩との互層から

なることが多く，問寒別区域に較べて瀬．堆積を示す場合

は少ない。鵬志別層から獄続いて礫岩になる嫉　峯のほ

か，暗色の砂岩（薄い礫岩を挟む）になったり，黒色の

泥翠鷹樗る場合もあり，横の層相変化も認められる．

　墨。黛．墨稚内　層

　〔問寒別地域〕　稚内1嶺は背斜東翼では増幌層の東に，

西襲ζはヌカナン断層グ）西側に鷲、く分布し，少なくとも

淑勇雛の厚さを膚する。下位の増幌層とはll整合関係に

あって，隷底部に厚さ　給一30mの含礫粗粒砂岩がく

る。。ヒ泣の声問層には漸移する．

　この地鶏は主として硬質頁岩からな参，竪硬な珪質頁

岩・砂岩および凝灰岩を披む。頁岩は暗灰色を呈し，嵐

化すると販白色となり，小角片に破砕し，破砕獅には水

酸化鉄の年輪状縞模様が現われ，る．挫有されている砂岩

は淡灰色ないし帯黄瓶色な凝灰質を帯びた細粒砂岩で，

翫m以下薪）薄層をなして硬質頁岩中に介在する。、蓑岩

のなかから織化石の塵出は児当らず，わずかに魚鱗，宥

孔虫，海胆，磁誘旗躍耀の化石を認めた。

　基底含礫粗粒砂岩は灰色，粗懸な中一粗粒砂岩で，凝

灰質を帯び，響整台面に遅く，礫を散含する。礫ぱ

2◎u！以下の強円一亜角礫で，礫穂には角岩・粘板岩・

珪岩など古期岩石が多く，ときに砂岩・頁岩の礫を混ず

る登　またこの擢華留）なかから尋乳きだめ著犬に，　イ波損した

P騨6Z㌶o少召纏6πsp。ヱソ乞ブζz6ズ4s髪玉などの貝イ鷺石をノ業マずる盟

　麟ヨ幌延炭礪区域〕　露出していない。

　感。慧，謬　f問　．層

　〔問寒別区域〕声問層は稚内！，鱒東側に，一段と低い

なだらかな陵線をなして分布し，520～860粉の厚さを

有する．下位の稚内層とは漸移し，ヌカナン沢の上流で

／、虹稚内層と指交関係を示す．一般には稚内層の最、1二部の

頁岩が凝灰質とな！，，まったく塊状の灘灰質泥岩になる

潮を分をもゆて本層の基底とす葛。

　主とし、て凝灰質泥岩か）なり，塊状で全層を通じて走

淘，傾斜を測定しにくい．こ琶）泥岩は暗灰色ないし帯青

暗灰色を藍し，属化すると灰蔚色となり，不規則な塊状

に破砕1ノ，水酸化鉄の浸潤によ《）溝心円状の黄褐色縞状

摸様を黒することがある．また節理が発達して，層理の

ようにみえることが多い。最上部は次第に砂質となり，

、L位の勇知層に漸移する。

　貝化石は採集し得なかったが，Z、娠観｝聯編を産する。

　〔旧幌延炭磯地域〕　この地層は調査区域の南部に広く

分布し，約釦0螢の厚さを有する．下位の地層とは断

層関係をもって接しぐいる。岩相につい“㌦はとくに記す

⇔ことはない。

　墨．慧．馨　．織　知　層

　（問寒別区域3　この地層は声問層の東側に帯状に分布

しラその障さ3⇔○岬36（）憩である螢下位の声問層から漸

移し，1隷じ、滑緑青灰芭の細粒砂岩からなり，塊状無

層理のきわめて軟弱な岩質で，充ノ」闘結しない砂層の感

がある．声問層と同様に弛の地層に較べて低い地形をつ

くっている。

　下半部にば翼イヒ石を産し，ケナシボ欝沢では，！勉α6～欝鴇

畷、，むぐ｛廠卿蘇騨．，醜げゆ闘編幽　ピ説『を採集した麟

　なお隣接豊欝村に分布する本層から，佐川昭は掬贈

ゆ躍醜編勧／縦読ゼfを採集し，これらの化石から本層

は鮮新世前期の深川層群，幌加尾白利加層（滝川図幅）

に対姥される。

　〔旧幌延炭礪区域）　区域の最南端に，16線沢に沿っ

てわずかに露出している。

　農．灘、7璽甥層
　｛間寒溺区域〕　この地層は調査地域の東部に広く分布

し，ケナシポ讐沢において好略出がみられ，この沢では

、、ヒ限不明であるが，55（｝撚十の厚さを有する．またこの

沢では下位の勇知層と平行不整合の関係にある、主と！．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝉　　　　　　　　　＼1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一」　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
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北海道天塩郡幌延町間寒励北繭部と閣幌延炭鵬付近の地質（松井　寛・出屋政美）

⑨

レ

ト

第

㍉ぎ

£．

レ〆

　澱

⑦⑧

3

3
簿
ガ

薫

　選、

薫8フド

」
　一

ノ6

灘
ヴ／

爵

④・⑥

乱　　　　　諺

雛

［
ζ

’
む
～

，’L？‘

粛

番

箏一

③

鮮

5
　　ド

レ蘇・

『蒸！、

　…
　1

‘薫

②

舞，

恥
纏

沢

⑦

＿ノ窪

〆、

1
蕪

…

／3

　　　　揚

7
μ

21

層

蓼ス拶錬

にコ　　
L葺1脅「騰

石
坂

沢

右

，／厚

？㌘

巧㌧
毒・

二71『

ノ

番

r2θ〆男

i
レ

i
［レ
◎）・

35
29

策蚤鷺恥　　媛　　雛三　　1灘

て礫岩・砂岩および灘泥岩からなり憩層近くの2〔）一
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している。

　礫岩の層厚は距憩数灘で，円磨された細一中礫か

らな讐，礫種としては角岩・花崩閃緑岩・蛇紋岩やそ鰹

弛の古期岩石が多い、砂岩はト数騰の層厚を膚し，
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北海遵天塩郡続延町間寒別北薦部劇酬菟垂鑑撰鑛付近の地質（松井　寛日1握政美）

に傾斜して一一児向斜状を磁もする“　　　　　　　　・

　ヌカナン断層は炭礫の沢から！、瞬塞えした小沢でその面

は走i蒲N濫び～v，講響へ7伊傾傘トして秘・ることをぞ磯書惹し

た群　この付喉鷺にネ3ける肇謬イ立馨喜諾薮は麟7　王，oα）舞をこ愛』ぐ

い皇｝、灘おξ象オ、，この～響葺溶卜構造を、｛ヒ建籍霧髪ξ一肇簿』ξ凄芝；窺むこ

横切る2条1の瞬学層も醤愁定され，るゆ

　〔旧1髭豪戴疲礒窪磁墨或〕　ll惣質：糠転i説の」蓑養参i聡

　　　　　　　　　　　蕪．聡　　綴

　難．裏賦檸状溝

　〔問寒刷地域》　寒谷爽炭層には心1瀞・らi番・2番・3

番・4塾欝・申間およひぐ5擁㌻層の6層の炭騰力隷章ぎ薄さオして

レ・る無走向の琵鐵｛系から，；飽甜∫では不南餐鷺の赫難馨韓二1、ll糠芝潮編こ

かかり，み、ることができない、永井の沢・関の沢および

炭磯の沢などでは此較的憾昏くの炭層を観察できる1認）。

　1番層＝！番層は増縦層の下隈から約慧（）撫（永井の

沢）酎35m（づ・、讐の沢）下位にあつて，　南部から北部へ

6炭層中もやとも畏く連続して観察される．（第§図，

1第6図参！曝）

　その摩．さの変化は第1表の通静であゲご，中央部では

稼行の対象とならない．また炭磯の釈以北では上ポ下衰

藻妻に分岐するΦ（第／表，第7図参照〉

　．臨下菱繋．は泥岩・爵　，ヒきに、乞盤iが細1砂楚牽となることがあ

語』瓢製瀟『』7蕪論
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